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第73回日本実験動物学会通常総会式次第 

 

一、 開会 

一、 議長選出 

一、 議事録署名人選出 

一、 理事長挨拶 

一、 議事 

第1号議案 令和7年度事業報告 

第2号議案 令和7年度収支決算報告ならびに監査報告 

第3号議案 令和8‐9年度役員の選任 

一、 報告 

令和8年度事業計画 

令和8年度収支予算 

一、 第74回大会長挨拶 

一、 第73回大会長挨拶 

一、 閉会 
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令和 7年度事業報告 

（令和 7年 4月 1日－令和 8年 3月 31日） 

 

I. 会員数（令和 8年 3 月31日） 

（１） 名誉会員 

令和 7年 3 月 31 日会員数 6名  

名誉会員現在数 6名  

（２） 正会員 

令和 7年 3 月 31 日会員数 948名  

令和 7 年度新入会員数 125名  

令和 7 年度退会者数 111名  

内訳 希望退会者 111名  

物故者 0名  

正会員現在数 962名 （14名増） 

（３） 維持会員 

令和 7年 3月 31日維持会員数 93 社  

令和 7年度入会社数 2 社  

令和 7年度退会社数 4 社  

維持会員現在数 91 社 （2社減） 

 

II. 第 72回通常総会 

開催年月日： 令和 7年 5月 22日 

開 催 場 所： 名古屋国際展示場（ポートメッセなごや）コンベンションホール 

 

III. 理事会、理事・評議員懇談会 

（１） 理事会 4回開催 

① 第 1回 開催年月日： 令和 7年 4月 23日 

 開催 場所 ： 東京大学農学部 3号館 141会議室 

② 臨 時 開催年月日： 令和 7年 7月 30日 

 開催 場所 ： オンライン開催 

③ 第 2回 開催年月日： 令和 7年 11月 7日 

 開催 場所 ： 東京大学農学部 3号館 141会議室 

④ 第 3回 開催年月日： 令和 8年 3月 10日 

 開催 場所 ： オンライン開催 

（２） 理事・評議員懇談会 1 回開催 

開催年月日：  令和 7年 5月 20日 
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開催 場所 ： 名古屋駅 JRタワー5Fセミナー室 

IV. 定期学術集会の開催 

第 72回日本実験動物学会総会を下記のとおり開催した。 

会 期： 令和 7年 5月 21日（水）～23日（金） 

会 場： 名古屋国際展示場（ポートメッセなごや） 

会 長： 長尾静子（藤田医科大学） 

参加者： 1,353 名 

 

V. 定期刊行物の発行 

「Experimental Animals」および「実験動物ニュース」を下記のとおり発行し、公開した。 

発行年月日 巻 号 備 考 

2025 年 4 月 1 日 74 2  

2025 年 7 月 1 日 74 3  

2025 年 8 月 1 日 74 Supplement Proceedings of the 72nd JALAS Conference 

2025年 10 月 1 日 74 4  

2026 年 1 月 1 日 75 1  

 

 

VI. 研究の奨励、業績の表彰 

（１）令和 7年度学会賞受賞者を表彰した。 

１）功労賞（1名） 

安居院高志 元会員（北海道大学） 

２）安東・田嶋賞 

該当者なし 

 ３）奨励賞（2名） 

中野堅太 会員（国立国際医療研究センター研究所） 

「異種膵島移植のための重度免疫不全マウスを背景とした新規糖尿病モデルマウスの樹立」 

圦本晃海 会員（実中研） 

「実験動物の 3Rsに貢献できる非侵襲的なデバイスの開発」 

４）2024 年 Experimental Animals 最優秀論文賞（3 編） 

〇栃内亮太、木村公一、雑賀 彪、藤井 渉、森田啓行、中西弘毅、水流功春、関澤信一、 

山内啓太郎、桑原正貴 

Ivabradine ameliorates cardiomyopathy progression in a Duchenne muscular 

dystrophy model rat 

「イバブラジンはデュシェンヌ型筋ジストロフィーモデルラットにおける心筋症の進行

を抑制する」 
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〇進導美幸、寺尾美穂、高田修治、一ノ瀬実、松坂恵美、横井 匡、東 範行、水野聖哉、

津村秀樹 

Establishment and visual analysis of CBA/J-Pde6bY347Y/Y347X and C3H/HeJ-Pde6bY347Y/Y347X 

mice 

「CBA/J-Pde6bY347Y/Y347Xマウスと C3H/HeJ-Pde6bY347Y/Y347Xマウスの樹立と視覚解析」 

〇渡邉正輝、二階堂優子、佐々木宣哉 

Validation of the anesthetic effect of a mixture of remimazolam, medetomidine, 

and butorphanol in three mouse strains 

「レミマゾラムベシル塩酸を含むマウス用三種混合バランス麻酔薬の評価」 

 ５）第 72回総会 優秀発表賞 

〇田口 純平、伊川 正人、小沢 学 

「2段階 ES細胞ゲノム編集による遺伝子全長ヒト化マウス作製法の開発」 

〇三上 夏輝、小山 隼、村田 知弥、杉山 文博、水野 聖哉 

「心臓を標的とした迅速 cKO法による RNA結合タンパク質群の機能解析」 

〇野口光央、谷原史倫、向田凪沙、山中修一郎、稲毛由佳、原 弘真、井上 誠、花園 豊、 

横尾 隆、本多 新 

「異種移植用ドナー臓器「ヒト-ブタハイブリッド腎臓」を実現するノックインブタの作出」 

（２）令和 8 年度学会賞受賞者を選考した。 

１）功労賞 

該当者なし 

２）安東・田嶋賞（1名） 

高橋英機 会員（九州大学） 

「神経疾患モデルの深化とそれを支える飼育環境の最適化に関する研究」 

３）奨励賞（2 名） 

村田知弥 会員（岐阜大学） 

「生体内タンパク質相互作用解析を可能とするマウスモデルの開発と技術基盤の確立」 

田中美有 会員（大阪公立大学） 

「Hspa8遺伝子変異ラットの新規神経軸索ジストロフィーモデルとしての確立」 

４）2025 年 Experimental Animals 最優秀論文賞（3 編） 

○金子  結、保田昌彦、小牧裕司、小倉智幸、高橋利一、山本真史 

Identification of gene mutations associated with the phenotype of short-limb mice 

emerging from a foundation colony of severely immunodeficient mice 

「重度免疫不全マウスのコロニーから出現した短肢マウスの原因遺伝子の同定」 

○中川達哉、江森千紘、伊川正人 

Trophectoderm-specific gene manipulation using adeno-associated viral vectors 

「アデノ随伴ウイルスベクターを用いた栄養外胚葉特異的遺伝子導入」 

○浅井健宏、栃内亮太、水流功春、関口茉莉恵、南 篤、藤井 渉、久和 茂、小川哲弘、  

角田 茂 

Loss of non-canonical translation initiation factors impairs perinatal cardiac 
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function in mice 

「非古典的翻訳開始因子の欠損によりマウスの周産期における心臓機能が減弱する」 

 

VII. 研究・調査活動 

編集委員会、学術集会委員会、財務特別委員会、国際交流委員会、広報・情報公開検討委員会、

動物福祉・倫理委員会、定款・細則・規定等検討委員会、実験動物感染症対策委員会、教育研修

委員会、実験動物管理者研修制度委員会、人材育成委員会、将来検討委員会、動愛法等対策委員

会、外部検証委員会を設置し、活動を行った。 

 

VIII. 動物実験に関する外部検証 

令和 7年度動物実験に関する外部検証事業として 24機関（国立大学 8機関、大学共同利用機関法

人 1機関、公私立大学 12機関、その他の文部科学省所管外 3機関）の外部検証を実施した。（外部

検証委員会担当） 

 

IX. 外部検証のための人材育成 

文部科学省のナショナルバイオリソースプロジェクト「外部検証推進のための人材の育成と活用」

の課題を推進した。国動協及び公私動協から推薦された外部検証専門員候補者 6 名に対して外部

検証促進のための人材育成講習会を実施した。（人材育成委員会担当） 

 

X. 関連学協会との連携 

（１） 日本学術会議、生物科学学会連合及び動物実験関係者連絡協議会の活動に協力した。 

（２） 国内の関連学会・協会との学術・情報交換を進め、その活動に協力した。 

（３） 国際実験動物科学会議（ICLAS）及びアジア実験動物学会連合（AFLAS）における活動を継続し

た。 

（４） 2027年 AFLAS総会（11th AFLAS Congress 2027）の日本開催に向けた招致活動を行い、第 74

回日本実験動物学会総会を第 61回日本実験動物技術者協会総会および 2027年 AFLAS総会と福

岡において合同で開催することを決定した。 

（５） 韓国実験動物学会（KALAS）など、海外関連学協会との学術・情報交流を推進した。 

（６）公益財団法人実験動物中央研究所 ICLAS モニタリングセンターおよび日本動物実験代替法評価

センター（JaCVAM）など実験動物・動物実験に携わる機関の活動に協力した。 

 

XI. その他 

（１） 第 21回実験動物管理者等研修会を開催した。（実験動物管理者研修制度委員会担当） 

令和 7年 7月 3日（木）～4日（金） 
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会 場： 熊本大学生命資源研究・支援センター 遺伝子実験施設 6階 講義室／ライブ配信 

参加者合計：160名 （会場 21名 WEB参加 139名）（会員 37名、維持会員団体職員 45名、 

非会員 88名） 

（２） 第13回実験動物科学シンポジウムを開催した。（学術集会委員会担当）  

テーマ：「DX活用による実験動物科学の新展開」 

令和 7年 9月 26日（金） 

会 場： 京都大学北部総合教育研究棟 益川ホール 

参加者合計： 74名（会員 59名、非会員 15名） 

（３） 令和 7年度維持会員懇談会を開催した。（財務特別委員会担当） 

テーマ：「実験動物学会を取り巻く最新の話題から」 

令和 7年 11月 7日（金）  

会 場： 東京大学フードサイエンス棟 2階中島董一郎記念ホール／ライブ配信 

参加者合計： 86名（会場 52名、オンライン 34名） 

（４） 動物実験の外部検証：令和 8年度の実施準備に向けた事前説明会・個別相談会を開催した。（人

材育成委員会担当） 

令和  8年 1月 23日（金） 東京大学山上会館 大会議室／ライブ配信 

参加者合計： 170 機関、402名（会場 35名、オンライン 367名） 

（５）第 75 回日本実験動物学会総会の大会長を選出し開催概要を決定した。 

会 期： 令和 10年 5月 

会 場： 札幌（予定） 

大会長： 森松正美（北海道大学） 
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令和 8～9 年度役員の選任 

 

定款第 20 条、理事候補者選出細則第 17 条並びに第 19 条、及び監事候補者選出細則第 2

条に基づき、下記の 20 名の理事候補者及び 2 名の監事候補者を提案する。 

 

１））選挙によって選出された理事候補者（五十音順） 

浅野  淳 鹿児島大学 

小倉 淳郎 理化学研究所 

角田  茂 東京大学 

國田  智 自治医科大学 

佐々木（中南）えりか 実中研 

佐々木 宣哉 北里大学 

塩谷 恭子 国立循環器病研究センター 

竹尾  透 熊本大学 

夏目（藤澤）知佳子 夏目製作所 

林元 展人 実中研 

真下 知士 東京大学 

三浦 竜一 東京大学 

水野 聖哉 筑波大学 

森松 正美 北海道大学 

吉木  淳 理化学研究所 

 

２）理事候補者の協議による追加理事候補者（五十音順） 

庫本 高志 東京農業大学 

高倉 彰（外部理事） 実中研 

栃内 亮太 東京大学 

西島 和俊 生理学研究所 

山田 久陽 メディフォード株式会社 

 

３）監事候補者（五十音順） 

櫻井 保（外部監事） 日本実験動物協会 

杉山 文博 筑波大学 
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令和 8 年度事業計画 

（2026年 4月 1日－2027年 3月 31日） 
 

I. 定期学術集会・総会の開催 

第 73回日本実験動物学会総会を下記のとおり開催する。 

会 期 ： 令和 8年 5月 27日（水）～29日（金） 

会 場 ： 沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市） 

会 長 ： 鈴木 真（沖縄科学技術大学院大学） 

参加者 ： 約 1,000名を予定 

 

II. 通常総会、理事会、理事評議員懇談会の開催 

通常総会（1 回）、理事会（4回）、理事評議員懇談会（1回）を開催する。 

 

III. 定期刊行物の発行 

機関誌「Experimental Animals」および「実験動物ニュース」は下記のとおり発行（電子

配信）する。 

発行年月日  巻 号   

2026年  4 月 1日 75 2      

2026年  7 月 1日 75 3     

2026年  8 月 1日 75     Supple (Proceedings of the 73 JALAS Conference) 

2026年 10月 1日 75 4   

2027年 1 月 1日 76 1   

 

IV. 研究の奨励、業績の表彰をする。 

（１）令和 8年度学会賞受賞者を表彰する。 

１）功労賞 

該当者なし 

２）安東・田嶋賞（1名） 

高橋英機 会員（九州大学） 

「神経疾患モデルの深化とそれを支える飼育環境の最適化に関する研究」 

３）奨励賞（2名） 

村田知弥 会員（岐阜大学） 

「生体内タンパク質相互作用解析を可能とするマウスモデルの開発と技術基盤の

確立」 

田中美有 会員（大阪公立大学） 

別添１
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「Hspa8遺伝子変異ラットの新規神経軸索ジストロフィーモデルとしての確立」 

４）2025年 Experimental Animals 最優秀論文賞（3編） 

○金子 結、保田昌彦、小牧裕司、小倉智幸、高橋利一、山本真史 

Identification of gene mutations associated with the phenotype of short-

limb mice emerging from a foundation colony of severely immunodeficient 

mice 

「重度免疫不全マウスのコロニーから出現した短肢マウスの原因遺伝子の同

定」 

○中川達哉、江森千紘、伊川正人 

Trophectoderm-specific gene manipulation using adeno-associated viral 

vectors 

「アデノ随伴ウイルスベクターを用いた栄養外胚葉特異的遺伝子導入」 

○浅井健宏、栃内亮太、水流功春、関口茉莉恵、南 篤、藤井 渉、久和 茂、

小川哲弘、角田 茂 

Loss of non-canonical translation initiation factors impairs perinatal 

cardiac function in mice 

「非古典的翻訳開始因子の欠損によりマウスの周産期における 心臓機能が

減弱する」 

（２）第 73回日本実験動物学会総会・優秀発表賞の選考及び表彰を行う。 

（３）令和 9年度の功労賞、安東・田嶋賞ならびに奨励賞の推薦受付、選考を行う。 

（４）2026年 Experimental Animals 最優秀論文賞の選考を行う。 

（５）第 76回日本実験動物学会総会大会長を選出する。 

 

V．委員会等の活動 

下記の委員会を設置し、それぞれの目的に応じた活動を実施する。 

a. 編集委員会 

b. 学術集会委員会 

c. 財務特別委員会 

d. 国際交流委員会 

e. 広報・情報公開検討委員会 

f. 動物福祉・倫理委員会 

g. 定款・細則・規定等検討委員会 

h. 実験動物感染症対策委員会 

i. 教育研修委員会 

j. 実験動物管理者研修制度委員会 

k. 外部検証委員会 
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l. 人材育成委員会 

m. 将来検討委員会 

n. 動愛法等対策委員会 

 

VI．動物実験に関する外部検証 

「動物実験に関する外部検証事業」を外部検証プログラムに沿って実施する。 

 

VII．外部検証のための人材育成 

文部科学省のナショナルバイオリソースプロジェクト「外部検証推進のための人材の

育成と活用」課題を推進する。 

 

VIII． 関連学協会等との連携 

（１） 日本学術会議、生物科学学会連合及び動物実験関係者連絡協議会の活動に協力する。 

（２） 国内の関連学会・協会との学術・情報交換を進め、その活動に協力する。 

（３） 国際実験動物科学会議（ICLAS）及びアジア実験動物学会連合（AFLAS）における

活動を継続する。 

（４） 第 74回日本実験動物学会総会を第 61回日本実験動物技術者協会総会および 2027年

AFLAS 総会（11th AFLAS Congress 2027）と国内で同時開催するための準備を進め

る。2026年中に AFLAS Council meeting を開催（主催）する。 

（５） 韓国実験動物学会（KALAS）など、海外関連学協会との学術・情報交流を推進する。 

（６） 公益財団法人実中研 ICLAS モニタリングセンターや日本動物実験代替法評価セン

ター（JaCVAM）の活動に協力する。 

 

IX．その他 

（１）第 73回日本実験動物学会総会期間中に学会及び委員会主催のシンポジウムおよびセ

ミナー等を開催する（学術集会委員会、実験動物感染症対策委員会、教育研修委員会）。

また、関連学協会との円卓会議を実施する。 

（２）令和 8年度維持会員懇談会を開催する（財務特別委員会）。 

（３）第 14回実験動物科学シンポジウムを開催する（学術集会委員会）。 

（４）実験動物管理者等研修会を開催する（実験動物管理者研修制度委員会）。 

（５）外部検証専門員講習会を開催する（人材育成委員会）。 

（６）動物実験の外部検証実施準備に向けた説明会を開催する（人材育成委員会）。 

（７）動物実験や動物福祉・倫理を啓発するポスターを作成・配布する（動物福祉・倫理委

員会）。 

 

以上 
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科　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　(1)経常収益
　　　基本財産運用益 1,000 0 0 1,000
　　　　基本財産受取利息 1,000 0 0 1,000
　　　特定預金運用益 5,000 5,000 0 10,000
　　　　特定預金受取利息 5,000 5,000 0 10,000
　　　受取会費･入会金 8,369,500 8,369,500 0 16,739,000
　　　　正会員受取会費 5,062,500 5,062,500 0 10,125,000
　　　　維持会員受取会費 3,207,000 3,207,000 0 6,414,000
　　　　受取入会金 100,000 100,000 0 200,000
　　　事業収益 104,203,500 2,704,500 0 106,908,000
　　　　機関誌広告 1,000,000 0 0 1,000,000
　　　　機関誌著者負担金 7,000,000 0 0 7,000,000
　　　　総会開催事業参加費 10,640,500 2,704,500 0 13,345,000
　　　　総会開催事業関連費 45,573,000 0 0 45,573,000
　　　　管理者研修会費 1,500,000 0 0 1,500,000
　　　　維持会員懇談会費 250,000 0 0 250,000
　　　　人材育成事業受託費 30,000,000 0 0 30,000,000
　　　　外部検証料金 8,240,000 0 0 8,240,000
　　　雑収益 104,000 1,000 0 105,000
　　　　　　国際学会・会議開催のための準備資金 0 0 0 0
　　　　受取利息 4,000 1,000 0 5,000
　　　　雑収益 100,000 0 0 100,000
  　 経常収益計 112,683,000 11,080,000 0 123,763,000
　(2)経常費用
　　　事業費 108,101,000 0 0 108,101,000
　　　　編集費 5,550,000 0 0 5,550,000
　　　　総会開催費 58,918,000 0 0 58,918,000
　　　　実験動物科学シンポ開催経費 400,000 0 0 400,000
　　　　管理者研修経費 1,500,000 0 0 1,500,000
　　　　維持会員懇談会費 600,000 0 0 600,000
　　　　人材育成事業経費 30,000,000 0 0 30,000,000
　　　　外部検証事業経費 6,700,000 0 0 6,700,000
　　　　LASセミナー開催経費 1,080,000 0 0 1,080,000
　　　　委員会･WG等経費 1,200,000 0 0 1,200,000
　　　　学会賞経費 530,000 0 0 530,000
　　　　関連学協会分担金 623,000 0 0 623,000
　　　　国際交流経費 1,000,000 0 0 1,000,000
　　　管理費 4,590,000 11,080,000 0 15,670,000
　　　　給料手当 2,772,000 3,528,000 0 6,300,000
　　　　法定福利費 88,000 112,000 0 200,000
　　　　事務費 600,000 1,400,000 0 2,000,000
　　　　旅費交通費 0 2,000,000 0 2,000,000
　　　　通信費 90,000 210,000 0 300,000
　　　　会議費 0 150,000 0 150,000
　　　　事務所賃借料 1,040,000 1,560,000 0 2,600,000
　　　　租税公課 0 200,000 0 200,000
　　　　公認会計士監査費用 0 220,000 0 220,000
　　　　役員選挙費 0 0 0 0
　　　　減価償却費 0 100,000 0 100,000
　　　　業務委託費 0 1,600,000 0 1,600,000
　　 経常費用計 112,691,000 11,080,000 0 123,771,000
  当期経常増減額 -8,000 0 0 -8,000
　２．経常外増減の部
  (1)経常外収益
      ①固定資産売却益 0 0 0 0
     経常外収益計 0 0 0 0
  (2)経常外費用
      ①固定資産売却損 0 0 0 0
     経常外費用計 0 0 0 0
  当期経常外増減額 0 0 0 0
     　他会計振替額 0 0 0 0
 　　　当期一般正味財産増減額 -8,000 0 0 -8,000
  　　 一般正味財産期首残高 0 0 0 0
　 　　一般正味財産期末残高 -8,000 0 0 -8,000

Ⅱ．指定正味財産増減の部
  基本財産評価益 0 0 0 0
    　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
  　   指定正味財産期首残高 0 0 0 0
       指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 -8,000 0 0 -8,000

（注）１　借入金限度額　0円
　　　２　債務負担額　　0円
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収　支　予　算　書
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

公益社団法人日本実験動物学会
（単位：円）



理事長 小倉 淳郎  理化学研究所バイオリソース研究センター

常務理事：
理事長代行

久和　茂  東京大学食の安全研究センター

國田　智  自治医科大学実験医学センター

高橋 英機  九州大学大学院医学研究院

岡村 匡史  国立国際医療研究所

林元 展人  実中研

理事 伊川 正人  大阪大学微生物病研究所

越本 知大  宮崎大学フロンティア科学実験総合センター

佐加良 英治  兵庫医科大学病態モデル研究センター

佐々木 えりか  実中研

佐々木 宣哉  北里大学獣医学部

塩谷 恭子  国立循環器病研究センター研究所

高橋　智  筑波大学医学医療系

竹尾　透  熊本大学生命資源研究・支援センター

中村 紳一朗  麻布大学獣医学部

夏目 知佳子  夏目製作所

成瀬 智恵  京都大学大学院医学研究科

真下 知士  東京大学医科学研究所

森松 正美  北海道大学大学院獣医学研究院

吉木　淳  理化学研究所バイオリソース研究センター

監事 杉山 文博  筑波大学生命科学動物資源センター

今井 良悦  ラビックス株式会社

常務理事：
庶務担当

常務理事：
会計担当

公益社団法人日本実験動物学会役員
　（令和6～7年度在任）

役職 氏　名 所 　属



氏名 所属 氏名 所属

饗場　篤 東京大学大学院医学研究科 高木 久宜 日本エスエルシー株式会社

浅野　淳 鹿児島大学共同獣医学部 高橋 祐次 国立医薬品食品衛生研究所

浅野 雅秀 京都大学大学院医学研究科 髙橋 利一 実中研

池　郁生 理化学研究所バイオリソース研究センター 滝本 一広 国立感染症研究所

石田 紗恵子 東京大学医科学研究所 武井 信貴子 株式会社新日本科学イナリサーチセンター

石橋 英俊 東京医科大学 田崎 隆史 金沢医科大学総合医学研究所

磯谷 綾子 奈良先端科学技術大学院大学 田中 聖一 福岡大学アニマルセンター　

磯野 協一 和歌山県立医科大学 田中 美有 大阪公立大学

市瀬 広武 琉球大学医学部 田中  舞 実中研 ICLASモニタリングセンター

伊藤 公一 東京大学大学院農学生命科学研究科 津田 雅之 高知大学

伊藤 恒賢 山形大学医学部メディカルサイエンス推進研究所 藤平 篤志 日本獣医生命科学大学

伊藤 麻里子 名古屋大学環境医学研究所 土佐 紀子 北海道大学大学院医学研究院

井上 貴史 岡山理科大学獣医学部 栃内 亮太 東京大学大学院農学生命科学研究科

井上 龍太 大阪大学微生物病研究所 富岡 幸子 鳥取大学農学部

入來 篤史 理化学研究所未来戦略室 中井 伸子

依馬 正次 滋賀医科大学動物生命科学研究センター 中尾 和貴 大阪大学大学院医学研究科

大西 平治朗 株式会社浜松ファーマリサーチ 中尾　周 東海大学 医学部

大塚 正人 東海大学医学部 中尾 聡宏 熊本大学生命資源研究・支援センター

小木曽 昇 国立長寿医療研究センター研究所 新美 君枝 理化学研究所脳神経科学研究センター

小沢  学 東京大学医科学研究所 野田 義博 東京医科歯科大学

角田　茂 東京大学大学院農学生命科学研究科 橋本 道子 アステラス製薬株式会社

香月 康宏 鳥取大学医学部 花木 賢一 国立感染症研究所

加藤 啓子 京都産業大学大学院生命科学研究科 原田 伸彦 東北大学大学院医学研究科

金子 武人 大阪公立大学大学院獣医学研究科 平林 容子 国立医薬品食品衛生研究所

上條 信一 株式会社ライフィル 藤澤 千恵 東邦大学医学部

北村　浩 酪農学園大学獣医学群 藤澤 正彦 日本獣医生命科学大学獣医保健看護学科

吉川 欣亮 東京都医学総合研究所 藤原 祥高 国立循環器病研究センター研究所

清成　寛 理化学研究所生命機能科学研究センタ― 外尾 亮治 日本実験動物協会

庫本 高志 東京農業大学農学部 本多　新 自治医科大学先端医療技術開発センター

黒滝 陽子 実中研 丸山 基世 日本医科大学

小泉　誠 東京慈恵会医科大学総合医科学研究センター 三浦 竜一 東京大学

小久保 年章 北興化学工業株式会社 水島 友子 ふくしま医療機器産業推進機構

後藤 洋平 ジャクソン・ラボラトリー・ジャパン株式会社 宮本 陽子 協和キリン株式会社

小林 俊寛 東京大学医科学研究所 三好 一郎 東北大学大学院医学研究科

近藤　玄 京都大学医生物学研究所 村山 正承 関西医科大学附属生命医学研究所

斉藤 美知子 京都薬科大学 保田 昌彦 実中研

佐々木 一益 秋田県立循環器・脳脊髄センター 山田 久陽 メディフォード株式会社

佐々木 崇 札幌医科大学 山本 真史 岡山理科大学獣医学部

山海　直 医薬基盤・健康・栄養研究所 横井 伯英 京都大学大学院農学研究科

椎橋 明広 三協ラボサービス株式会社 横須賀 誠 日本獣医生命科学大学獣医学部

篠原 明男 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター 吉沢 隆浩 信州大学基盤研究支援センター

嶋田 圭祐 大阪大学微生物病研究所 吉田 一也 ダイダン株式会社

下田 耕治 元慶應義塾大学 吉見 一人 東京大学医科学研究所

城石 俊彦 理化学研究所バイオリソース研究センター 若井　淳 岩手医科大学　

鈴木 穂高 茨城大学農学部 若松 真矢 株式会社新日本科学

鈴木　真 沖縄科学技術大学院大学 和田 健太 東京農業大学生物産業学部

関口 美穂 福島県立医科大学医学部 渡部 一人 元中外製薬

瀬戸山健太郎 鹿児島大学研究支援センター 渡辺 秀徳 株式会社JTクリエイティブサービス

高木 博隆 日本エスエルシー株式会社 王　振吉 沖縄科学技術大学院大学

公益社団法人日本実験動物学会評議員（令和6～7年度在任　 98名）




